








要約:疾患特異的な成長曲線がいくつかの疾患で報告されてきている。しかし,現在まで日

本人 Prader-Willi 症候群(PWS)患児の成長曲線はない。今回,遺伝相談に必要な PWS の自

然歴の 1つとして,日本人 PWS患児の成長を縦断的に分析し,その成長曲線を作成した。思

春前期の成長は正常対照の－2SD 曲線に沿い,思春期以降はそれを大きく下回った。この

ことは,本症の低身長の病因として遺伝的因子と性腺機能不全の関与を示唆する。低身長

に関与する他の因子として骨異形成がある。PWS 患児の成長曲線は遺伝相談の際の資料と

して必要である。


